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去る６月23日（土）、
加古川市の味処いりふねにて、
創立記念例会が盛大に催されました。

青木幹事より加古川の銘酒、
盛典の差し入れを頂きました。

会員の皆様、一年間お疲れ様でした。会員の皆様、一年間お疲れ様でした。



会長・幹事・ガバナー補佐退任挨拶会長・幹事・ガバナー補佐退任挨拶
平成30年６月20日（水）

本年度は高砂青松ロータリークラブ設立40周年という節目の
時に会長を務めさせて頂き、７月をスタートした時は大変な一
年になるなと少し不安を抱えて始まりましたが、青木幹事をは
じめ理事・役員の皆様、会員の皆様、そして事務局の板東さん、
稗田さんのご協力を得て一年間を全うすることが出来ましたこ
とに感謝を申し上げます。
本年度のＲ.Ｉ.テーマは、「ロータリー：変化をもたらす」でした。会長方針であった会
員が一人一本植樹するということは何とか達成することができ、市ノ池公園内にも創立40
周年記念植樹を行うことができました。
また、Ｉ.Ｍ.・創立40周年記念事業並びに記念式典につきましては、西中実行委員長・
濱中副委員長をはじめ各委員長・会員の皆様に大変お世話になり重ねて御礼を申し上げま
す。
記念式典においては遠くオーストラリアのモウイＲ.Ｃ.の方々にも多数の参加を頂き、
楽しい交流が出来たことも良い思い出となりました。
当クラブを代表してガバナー補佐を御勤め頂いた庄司会員におかれましてはＩ.Ｍ.が無
事に終わりホットされていることと思いますが、本当に一年間ご苦労様でした。
今年度の会員増強につきましては、濱田会員のご紹介で１月から阪本会員にご入会して
頂き安心していましたが、辻田会員から今年度で退会というお話を頂き大変残念でしたが

先般例会に来て頂き久しぶりにお会いでき嬉しく思いました。
来年は大橋会長・青柳幹事でまた新たな高砂青松ロータリークラブがスター
トして行くこととなりますが、私と違い大橋会長の「会長の時間」を大
変楽しみにしている一人です。

最後になりますが、この一年大変お世話になりました皆様に心
から御礼を申し上げるとともに、次年度の大橋会長・青柳幹事の
ご活躍を期待しつつ、退任の挨拶とさせて頂きます。

一年間どうも有難うございました。
副幹事になるまで2年間、ホームクラブから遠退いていたた
め、勝手が解らずご迷惑をおかけした事も多かったかと思いま
す。申し訳ございませんでした。
一年前の幹事研修の時に「幹事はクラブの汚れ役でも、会長
の女房役でも無い。しっかりとした舵取りをして下さい」と言われました。何が出来るの
か解らない中で年度が始まりましたが、とりあえず、委員長や各委員の方でセミナーの出
席をして頂き委員会を回して頂く事が大切ではないかと考え、会長幹事での代理出席は控
えさせて頂きました。普段あまり交流の無い方とペアであったり、年齢や職業柄頼みにく
いお相手もあったかと思います。

実は私事ですが五年前の事です、西中会長年度に親睦委員長
を頼まれました。「青木さんのやり易い人を副委員長にすれば良
いよ」と言われてお引き受けしたところ、蓋を空けてみると川

崎会員が副委員長でした。川崎会員はしばらく長期欠席が続いておられ
ましたので、え！？川崎さんて、顔見た事無い！しかも歳上だし！色々企画考

えてて、振り回してしまうと思うのに、無理です！頼み事できないです！と苦情
を申し上げました。そうしたところ西中さんが「川崎君はええ奴やで。あのな、ロー

タリーやろ？みんな仲間やろ？知ってる人とばっかり付き合ってないで、こーいう事を機
会に、口をきくようになって、付き合いを広めていかんとアカンやろ。今度ちゃんと紹介
したるから」とお叱りを受けました。
そしてお会いしてみると、面白くて優しくて、全面的に協力をして下さる姿勢が頼もし
く、親睦委員長をさせて頂いた年度は数々の思い出ができました。その時の事があり、多
少やりにくいと感じても、委員で委員会を運営して頂くのが良いかと思い、一年間初志貫
徹で通させて頂きました。その甲斐あってか、また、幹事がボーッとしている事もあってか、
各委員長さんが積極的に動いて下さったと思います。
大村増強拡大委員長は濱田会員をプッシュして、無事新入会員を確保して下さいました。
阪本会員を新しい仲間としてお迎えできた事は今年度の中でも特に嬉しい出来事でした。
小西国際奉仕委員長は、Ｉ.Ｍ.や周年事業の関係で国際奉仕月間に卓話の時間が取れな

かったにも関わらず、自らベトナムからソネックへの就職グループを訪ね、週報に記事を
まとめて下さいました。本当に有難うございました。
また滝川ガバナーが今年３月の会長幹事会で「各クラブを訪問していて一番感動した事
は、地方のクラブで、おそらくその地域では地位も名誉もあると思われる年配のロータリ
アンの方が、自ら食事の配膳の世話をされる姿だった」と語られました。「今まではメー
キャップをしてもホテルでの例会ばかりで、目からウロコの落ちる思いだった、これぞロー
タリアンだと、25年間のロータリー人生を通じて最もフレッシュで熱い思いを感じた」と
お話されました。真っ先に中谷Ｓ.Ａ.Ａ.のお顔が浮かびました。また中谷Ｓ.Ａ.Ａ.には
定款や細則には明記されていなくとも、そのクラブにはクラブとしての昔からのしきたり
がある事も教えて頂きました。有難うございました。
菊地会員からは緊張している時にいつも心がほぐれるようなお声をかけて頂きました。
やはり女性同士ならではの温かさと同性がいてくれるという心強さを感じました。
40周年という大切な年度に、私が幹事で良いのだろうかと思いながら受けさせて頂きま
したが、都倉さんが会長の年度に幹事をさせて頂いて良かったと思っています。いつも包
みこむような温かさでフォローして頂きました。本来でしたら、皆さんより早く来て、会
場の用意を手伝ったり、残って片付けをしたりすべきでしたが、仕事の関係上出来ない部
分を全て会長と副幹事の青柳さんが埋めて下さいました。
今お名前を上げさせて頂いた方以外にも、多くの方に、皆さんに支えて頂いた一
年間であったと思います。Ｉ.Ｍ.並びに40周年実行委員長をはじめ各委員長の皆
様方にご協力頂き有難うございました。人生の大切な思い出をまた１つ、ロータ
リーから頂きました。ようやく慣れてきまして、少し勝手も解ってきたところ
なので、非常に心残りで残念ではありますが、青柳さんが準備万端、ヤル
気満々で待っておられますので、幹事を交代したいと思います。
一年間、お世話になり、本当にありがとうございました。

都倉　達殊会長  退任挨拶都倉　達殊会長  退任挨拶

青木　裕加幹事  退任挨拶青木　裕加幹事  退任挨拶

都倉　達殊会長

青木　裕加幹事
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早いもので、もう一年の月日が流れてしまいました。補佐を
引き受けるにあたり、不安でいっぱいでしたが、グループ内の
会長、幹事さんはじめ会員皆様のご協力で職責を何とか果たす
ことができました。グループ内事業として、ポリオチャリティーゴルフ大会、Ｉ.Ｍ.、５
クラブ会長幹事会開催、クラブ訪問各４回など皆様の絶大なるご協力をいただき、それぞ
れを遂行できたことに心から感謝いたします。クラブ訪問では、好意と友情をもって温か
く迎えていただき、それぞれのクラブの特色ある運営を学ばせていただきました。会員増
強が思うように進まないなど、苦悩を抱えながらも、地域のニーズに沿った奉仕活動など、
特色あるクラブ運営に尽力されていることがうかがえました。
2016年10月に第１回ガバナー補佐会議が召集され、最初の研修会で中村地区研修リー
ダーより「ロータリーの本質とは」何か、「真のロータリアンとは」どういう人かとの問か
けがあり、それを探し求める１年半となりました。Ｒ.Ｉ.は「ロータリーの真の姿」とは
何かについて討論を重ね、それはＥ.Ｓ.Ｓ.で表されると発表しています。即ち

Ｅ：ＥＮＪＯＹ ― 職業の異なる会員が信頼感をもって心から楽しみ、親睦を深め友情をあ
たため、喜びを通じ合って成長して行く。
Ｓ：ＳＴＵＤＹ ― ロータリーから人生哲学、職業倫理を学び、多くの会員の人生観から学
び自己研鑽に励んで人間性をたかめる。
Ｓ：ＳＥＲＶＩＣＥ ― 思いやりの心で人のお役に立つ行動をというロータリーの奉仕をご
く自然に自分の生活の中に生かすことで、世の為、人の為に尽くす。

これがロータリーの真の姿なのです。
ロータリーの素晴らしさはロータリーの例会にあると考えます。ロータリーを引き続い
て活動するには、ロータリーの最も重要なユニットである各クラブの充実以外にはないの
ではないでしょうか。ロータリークラブの充実とは、いかに例会を魅力的にするか、これ
に尽きると思います。会員一人一人がロータリーこの素晴らしきものを知り、実感するこ
とです。クラブの例会を通じて親睦を出発点とし、奉仕の心を養い、一人一人がそれを各
方面に実践すること、それが本質であり、行動する人それが真のロータリアンと考えます。
最後に、ご指導いただきました滝川ガバナー、都倉会長、青木幹事はじめ会員の皆様に心
から感謝申し上げます。

庄司　武ガバナー補佐  退任挨拶庄司　武ガバナー補佐  退任挨拶

庄司　武ガバナー補佐

都倉　達殊
皆様、一年間ご協力を頂き有難うございました。
今週土曜日は、最終例会となっていますので、多数
の参加をお願い致します。

青木　裕加
一年間どうもありがとうございました。

東播第2グループ　ガバナー補佐
庄司　　武
最終の例会となりました。
会員の皆様には一年間お世話になりました。あり
がとうございました。

大橋　卓司
都倉会長、青木幹事、一年間ご苦労様でした。また、
色々とご指導ありがとうございました。
次年度においても、アドバイスよろしくお願いし
ます。

廣瀬　明正・柿木　國夫・増田　耕太郎
京谷　愼平・吉川　　弘・濵田　喜重
志方　正昭・青柳　　淳
都倉会長、青木幹事、庄司ガバナー補佐、一年間
お世話になりました。
どうぞゆっくりと疲れをとって下さい。

中谷　利幸
都倉会長、青木幹事、役員の皆様、一年間ご苦労
様でした。又、庄司ガバナー補佐には大役、大変
ありがとうございました。
本会場での例会は本日で最後です。
今年度は全会員よりニコニコに協力頂き予定以上
の額になりました。ニコニコ箱の蓋を本日を持っ
て閉めます。ご協力ありがとうございました。副
Ｓ.Ａ.Ａ.の澤田、三枝会員大変お世話になりまし
た。

北田　伸一
本年度、最後のお弁当。一年間ありがとうござい
ました。
来年度も例会の昼食、承りました。心を込めて、
一年務めさせて頂きます。会長始め一年間お疲れ
様でした。

内海　　薫・村上　則宏・坂口　嘉久
田中　伸明・西中　亮二・矢野　　聡
佐野　栄作・櫻井　宣孝・川崎　一生
入江　啓太・藤本　明久・伊藤　勝之
菊地　敬子・西田　光衛
花をかざりましょう。

伊藤　勝之
早退しますので。

クラブ名 変更内容 日　時・場　所

加古川平成ロータリークラブ 例会変更 ７月１１日（水）　１８：００～に変更

例会変更 ７月２５日（水）　１８：００～に変更
納涼例会のため

加古川ロータリークラブ
例会変更 ７月３１日（火）→７月２６日（木）１８：００～

納涼会例会のため

休会 ８月１４日（火）

（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

7 月 11 日（水）
臨時総会

7月 18 日（水）
各委員会事業説明
（前半）

7月 25 日（水）
各委員会事業説明
（後半）

7月 4 日（水）
会長・幹事
就任挨拶

昼食メニュー

夏ちらし寿し
昼食メニュー

ミックスサンドウィッチ
昼食メニュー

洋食弁当
昼食メニュー

天おろしそばといなりずし



会　長　　大　橋　卓　司
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　柳　　　淳 クラブ会報・広報・記録委員長　　三　枝　丈　次

　◆ 6/23例会の件
　　 創立記念例会、味処いりふねで行います。

例会記録　2018.6.20（水）　通算 1891 回
ソ ン グ
出 席 報 告

本日のゲスト

来訪ロータリアン

「我等の生業」「四つのテスト」
　６月　６日　会員数４４名　欠席者 　０名　  出席率　100.0％ （修正による）

　（この内出席免除者　１１名） 
　６月２０日　会員数４４名　欠席者 １０名　  実出席者数　３０名

　（この内出席免除者　１１名）   　出席率　75.00％

国際ロータリー第 2680 地区　東播第 2 グループ
ガバナー補佐　庄司　　武様

脇谷　政孝会員（高砂 R.C.）

幹事報告　第 44 回（通算１７７４回）

６月１３日理事・役員会での決定事項です。
　次年度の理事・役員会は月の第１例会となります。
　次年度の休会日は定款第８条第１節に従い
　　８月１５日　１０月１０日　１２月２６日　６月２６日となっております。

１．地区より
　　⑴　ハイライトよねやま 219 号が届いています。回覧します。
　　⑵　高砂市学校保健会総会が 7月 5日 13:30 より開催されます。
　　　　本クラブからは被表彰者への盾等の贈呈のために、1万円の寄付をさせて頂いています。
　　　　詳細は回覧をご覧下さい。

なお、本日　辻田会員退会に伴い寄せ書きの色紙を回しております。
よろしくお願いします。




